
(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。
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・学部・大学院への授業科目、修論指導（学部２科目、大学院４科目）
・子どもたちの参加による実践トータル支援事業による実践教育の場の提供と実践教育（支
援プログラムの内容の選定および実践教育　約月2回、全1７回）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会による実践教育（月1回全1１回）
・実践事例に基づくに発達勉強会（月1回、全6回）

・科研費を含めた外部資金を獲得の諸作業（科研費、海プロジェクト、学力向上地域育成事
業3件）
・トータル支援事業における実践研究論文作成のための実践研究会（約月2回全1７回）
・トータル支援事業の実践研究を行い、研究成果を報告する実践支援セミナーの開催（1回）
・実践研究論文作成のための臨床実践（事例数70名、セッション数568）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会（月1回、全10回）
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・学部・大学院への授業科目、修論指導（学部２科目、大学院４科目）
・子どもたちの参加による実践トータル支援事業による実践教育の場の提供と実践
教育（支援プログラムの内容の選定および実践教育　約月2回、全13回）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会による実践教育（月1回
全10回）
・実践事例に基づくに発達勉強会（月1回、全6回）

0.25

・発達支援教育実践センター運営委員会（２回）
・教授会および発達支援教育実践センター関連委員会（１４回）
・附属小学校との連携子ども支援：特別支援教育に関する校内委員会（１０回）
・附属小学校の支援を必要とする子どもへの連携支援：巡回相談（月１回、全１０回）
・発達支援教育実践センターの外部予算獲得のための研究構想の諸作業（２件提出）

・発達支援教育実践センターの発達障がい児への実践トータル支援（全13回）
・発達支援教育実践センターの教育相談、支援活動（事例数70名、セッション数568）
・発達支援教育実践センターの現職教員、支援員、専門家の事例研究会（月１回、全11回）
・発達支援教育実践センターの出前八重山トータル支援教室・巡回相談会（海・５回）
・発達支援教育実践センターの八重山教室とトータル支援合同教室（海・４回）

平成２５年度　年度末自己点検結果

・発達支援教育実践センター運営委員会（２回）
・教授会および発達支援教育実践センター関連委員会（１４回）
・附属小学校との連携子ども支援：特別支援教育に関する校内委員会（１０回）
・附属小学校の支援を必要とする子どもへの連携支援：巡回相談（月１回、全１０回）
・発達支援教育実践センターの外部予算獲得のための研究構想の諸作業（２件提
出）
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・発達支援教育実践センターの発達障がい児への実践トータル支援（全13回）
・発達支援教育実践センターの教育相談、支援活動（事例数70名、セッション数500）
・発達支援教育実践センターの現職教員、支援員、専門家の事例研究会（月１回、全
10回）
・発達支援教育実践センターの出前八重山トータル支援教室・巡回相談会（海・４回）
・発達支援教育実践センターの八重山教室とトータル支援合同教室（海・４回）
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・科研費を含めた外部資金を獲得の諸作業（科研費、海プロジェクト、学力向上事業
3件）
・トータル支援事業における実践研究論文作成のための実践研究会（約月2回全13
回）
・トータル支援事業の実践研究を行い、研究成果を報告する実践支援セミナーの開
催（1回）
・実践研究論文作成のための臨床実践（事例数70名、セッション数500）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会（月1回、全10回）

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）
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・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

教育学部　附属発達支援教育実践センター 職　　名

0.00

0.10


